
ご 挨 拶

謹啓

早春の候、皆様ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

平素は私の政治活動に対して深いご理解とご支援賜り、誠にありがとうござ
います。
平成１５年、社団法人東京青年会議所の理事長に就任した際に発表した私の
所信にある通り、真の独立国家、真の民主主義社会、真の自由主義経済の実現
を目指し、現在は立場が変わったものの、初心を貫徹し、日々政治家として邁
進しているところです。
さて、私も衆議院議員になり早や一年半になろうとしています。この間に感
じたことは、新日本の再生には、政治の再生、政党の再生が不可欠であるとい
うことです。少子高齢化・人口減少社会の到来、膨大な公的債務の累積、国際
競争が激化するグローバル化の波。このような厳しい環境のなかにおいて経済
を安定成長させ、持続可能な社会保障を構築し、国民の皆さんが安心して暮ら
せる社会を創って行かなければなりません。そのためには簡素で効率的な政府
（小さな政府）を創る必要があります。膨大な公的債務をつくった責任を、日
本国の取締役とも言える国会議員が率先して責任をとり、議席数を大幅に削減
し、歳出削減、公務員削減を徹底的にはかり、そのうえで不足分は間接税の形
で国民の皆様に負担をしていただくのが筋であると考えます。見識ある参議院
の方々は今ある衆議院の比例代表の１８０名枠に、衆議院は比例復活無しの３
００小選挙区のみの議席とし、現在より２４２名少ない合計４８０名の国会議
員からなる一院制を実現したいものです。また、復党問題ではまたぞろなあな
あの‘情の政治’が復活しました。これも政策本位の政党・政治へと強力に時
計を前に進めていかなければなりません。いつの時代も大変革期において社会
をゴロッと動かしてきたのは若い世代の人間でした。「新日本の再建は我々青
年の仕事である」との言葉を胸に刻み、山積する問題に全身全霊を傾けて取り
組んでまいります。
この度、塩澤会長をはじめとする同志の皆様とともに、「平成自燃の会」主
催『国家再生フォーラム（勉強会・懇親会）』を開催するはこびとなりました。
今回は私と一緒に活動した方々をはじめとする限定した皆様にご案内を差し上
げています。お誘いあわせのうえご出席いただき、本会を盛り上げていただき
ますよう心より願い申し上げ、ご挨拶をさせていただきます。

謹白
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